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はじめに 

 

 

野洲市教育委員会では、平成31年(2019年)３月に計画期間を５年間とする「第２期野

洲市生涯学習振興計画」を策定し、市民の皆様の学びをサポートしてきました。 

この度、「第２期野洲市生涯学習振興計画」の計画期間が終了することに伴い、前回の計

画の理念を踏襲しつつ、基本理念を「誰もが学び・学んだ成果を活かせる生涯学習」とする

「第３期野洲市生涯学習振興計画」を策定しました。 

日本はSDGｓ１７の開発目標やSociety5.0の実現という新しい時代に向かって、急速に

変化しています。加えて、少子高齢化や人口減少、価値観の多様化などが進行する中、人生

100年時代への対応等が喫緊の課題として求められています。そうした社会の変化に対応

しながら、すべての人々に生涯学習の機会を提供し、生涯を通してアイデアと創造性の育成、

新しいスキルと専門技能の継続的な学習の重要性が益々高まっています。 

また、人口減少や超高齢化、グローバル化の進展、多文化共生、超スマート社会な

ど、予測できないこれからの社会に対応するため、地域の活性化とそれを推し進め

る人材の確保と育成が必要です。このような背景から、子ども・若者が地域や社会

の課題に対して当事者意識を持って、主体的に物事を成し遂げることができる人材

を学校や地域が一体となって育成していくことが大切です。 

これらの状況を踏まえ、本計画を通じて、引き続きあらゆる主体と連携しながら、新しい時

代における生涯学習社会の実現に努めていきます。 

結びに、本計画を策定するにあたり、ご尽力くださいました野洲市社会教育委員の皆様を

はじめ、貴重なご意見をお寄せいただきました市民の皆様、関係者の皆様に心からお礼申し

上げますとともに、今後とも野洲市の生涯学習の推進につきまして御理解、御支援をください

ますようお願い申し上げます。 

 

 

令和６年（2024年）３月 

 

 

野洲市教育長 西村 健 
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１  第３期生涯学習振興計画策定の趣旨 
 

 

 

本市では、平成26年(2014年)3月に「野洲市生涯学習振興計画」を策定しました。 

その後、時勢の変化を受けて平成３１年（2019年）３月に「第２期野洲市生涯学習

振興計画」を策定し、生涯学習のまちを目指してその推進を図ってきました。 

しかし、近年の人々のライフスタイルの多様化やグローバル化が進み技術革新が絶え

ず生まれ、次々と知識の入れ替えが起こるなど、それまでの自分が持っていた概念や意

識を全く異なったものに転換させる必要があります。また、人口減少・少子高齢化の進

展と人生１００年時代の到来を見据えた生涯学習社会の充実が求められています。さら

に、法改正や生涯学習を取り巻く環境の変化にも対応しなければなりません。 

こうした状況を踏まえ、本市の生涯学習に取り組む方向性を「次代の地域の担い手の

育成～豊かな地域社会に～」とした現行目標を継承しつつ、多様化し複雑化する課題や

社会変化への対応など、より状況に即した指針とするために再考する必要が生じていま

す。 

この度、「第２期野洲市生涯学習振興計画」の期間の終了に伴い、生涯学習環境を醸

成することや時代の要請に基づき市民の学習機会や場を整備し、生涯学習推進の方向性

や道筋を示すため、「第３期野洲市生涯学習振興計画」を策定するものです。 

 

 

 

 

2 計画の目的 
 

 

 

生涯学習は、生活の向上、職業上の能力の向上や自己の充実を目指し、一人ひとりが

自発的意思に基づいてに行うことを基本としています。また、生涯学習は必要に応じ､可

能な限り自己に適した手段や方法を自ら選びながら生涯を通じて行うものです。そして､

市民一人ひとりが自己の充実・啓発のため、適切かつ豊かな学習の機会を求め行うもの

であり、行政の役割は、この市民の学習活動を支援することです。これらのことから、

本計画の基本的な目的は、市民の生涯学習についての機会や環境を整備することです。 

 

 

 

 

 

第１章 計画の策定にあたって 
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３ 計画の位置づけ 
 

 

 

本計画は、本市の生涯学習活動を推進するため、基本的な考えや方向性を示すもので

す。また、国や県の計画及び本市の上位計画である「野洲市総合計画」を基軸に、野洲

市教育振興基本計画と整合を持たせた計画とします。 
 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

4 計画の期間 
 

 

 

  本計画は、令和６年度からの５年間を計画期間とします。 

  ただし、社会情勢の変化、市民ニーズの多様化、国・県の動きなどを踏まえながら、

必要に応じて計画の見直しを行います。 
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１ 生涯学習を取巻く背景 
 

 

 

〇社会的背景 

近年、生涯学習を取り巻く環境は大きく変化しています。人口減少、少子高齢社会の

進行に伴う家族と地域の変容など、時代の移り変わりや私たちの生活様式の多様化に伴

って、私たちが学ぶ環境や目的にも変化が現れています。グローバル化が進み、技術革

新が絶えず生まれ、次々と知識の入れ替えが起こり、それまで自分が持っていた概念や

意識を全く異なったものに転換させることも必要になってきています。 

また、高度情報化社会はＩＣＴ（情報通信技術）の発展をはじめとする社会の変化の

速度が増しており、日常生活に欠かせないほどにパソコン、スマートフォン等の情報通

信機器を個人が所有するのが当たり前の時代となっています。そして膨大な情報を適切

に活用できる力は年齢を問わず必要となっており、こうした情報発信機能は「いつでも･

どこでも・だれでも」社会参加と生涯学習の機会を生み出す可能性が開かれています。

そこで、このような機能を積極的に活用できる「情報選択・運用能力（メディア・リテ

ラシー）」を身につける学習が求められています。 

 

〇学校教育の背景 

今日の学校には諸々の教育課題が山積しています。特に近年、児童・生徒の不登校・

いじめ問題が深刻化しており、学校教育として大きな課題です。また、社会問題として

の青少年に見られる問題・非行行動は時代を重ねるにつけ、低年齢化しています。 

ところが、今日の社会の構造は複雑多岐にわたり、価値観も多様化したことによって､

課題解決の道は益々混迷を深めています。このように多様化している価値観の社会に対

応出来る学校教育の在り方が求められています。社会教育が受け持つ領域として家庭の

教育機能を含めながら、子どもの発達段階における体験活動を多く取り入れ、地域と密

着した活動や社会体験を養うなど、主体的に働きかけることが出来るような学校教育を

進めていく必要があります。 

 

 

 

(1) 新型コロナウイルス感染症の影響 

 

 令和元年（2019年）末ごろからの新型コロナウイルス感染症の世界的な大流行は､日

本においても市⺠⽣活に⼤きな影響を与えました。流⾏拡⼤に伴う公共施設の利⽤制限

や講座・イベント・グループ活動等の⾃粛要請は、市⺠の⽣涯学習活動を⼤きく制限す

るものとなり、学習・活動のあり方を模索していくことが求められました。感染症防止

第２章 策定の背景 
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を意識した「新しい生活様式」が求められる中で、接触機会を減らすインターネットを

活用したオンライン学習等の広がりが見られ、今後も新しい学習形態への移行が加速化

することも考えられます。以上のことから、これまでの対面によるつながりと新たな

ICT等の技術を活用したつながりと、それぞれの長所を活かした取組みを行っていくこ

とが重要です。 

 

 

 

(2) 持続可能な開発目標（SDGｓ）に向けた取組の推進 

 

 平成27年(2015年) 9月の国連サミットにおいて採択された持続可能な開発目標 

（SDGs）が掲げられました。「誰一人として取り残さない（leave no one behind）」

を共通理念として17 の国際目標を示しています。この考え方に沿い、生涯学習の推進

にあたっては、すべての人々に、誰もが受けられる、公平で質の高い教育を提供し、生

涯学習の機会を促進することが求められています。これは発展途上国のみならず先進国

自身が取り組むユニバーサル（普遍的）なものとされ、日本においても積極的に取り組

む必要があるものとされています。 

SDGs を受けて策定された日本国内の実施指針においても、優先的に進める分野の一

つとして「あらゆる人々の活躍の推進」が挙げられています。そこで、本市でもこれを

達成するための生涯学習に関する活動を展開していく必要があります。 

 本市においては、令和３年度（2021年度）策定の第２次野洲市総合計画において、

SDGs の実現を基本姿勢のひとつにとして掲げ、総合計画における各分野・施策と

SDGs の17 のゴールを関連付けています。本計画が対象とする生涯学習関連施策にお

いても、特に第４のゴールを中心として、SDGs の達成を意識した取組みが求められて

います。 

 

 

  
                                                   出典：外務省国際協力局 
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(3) Society5.0 の実現に向けた取組の進展 

 

ICT（情報通信技術）、AI（人工知能）、ビッグデータ、IoT（Internet of Things

（モノのインターネット））等の急速な技術革新に伴い、あらゆる産業や社会生活に取

り入れられ、社会や生活を大きく変えていく超スマート社会（Society5.0）の到来が予

想されています。そして、それは今までの延長ではなく劇的に変わるとされています。

Society5.0 の実現により時間的、地理的な制約が緩和されることから、一人ひとりの

ニーズに応じた学習が可能となることが期待されています。 

これからの私たちは、そのような社会で必要とされる職業等に応じた教育の内容や方

法へと、学校教育や社会教育も再編成していくことが重要です。  

 

 

 

(4) 人生100 年時代の到来 

 

 厚生労働省によると、平成29年(2017年)12月の「人生100 年時代構想会議中間報

告」の中で、「日本では、平成19年(2007年)に生まれた子どもの半数が107 歳より長

く生きる」と海外の研究を基に推測されています。健康寿命（健康上の問題で日常生活

が制限されることなく生活できる期間）が伸び、これまでの「教育・仕事・老後」とい

う3ステージの単線型の人生ではなく、様々なステージを並行・移行しながら生涯現役

であり続ける「マルチステージ人生」を送るようになります。100 年という長い人生を

より充実させるためには、子どもから高齢者までのライフステージごとに生涯にわたる

多様な学習の機会が重要となります。 

 

 

 

２ 国・県の動向 
 

 

 

平成18年（2006年）に教育基本法が改正され、「生涯学習の理念」「家庭教育」

「社会教育」「学校、家庭、地域住民等の相互の連携協力」等の規定が盛り込まれ、充

実が図られました。 

これを踏まえ、平成20年（2008年）中央教育審議会答申「新しい時代を拓く生涯学

習振興方策について～知の循環型社会の構築を目指して～」では、国民一人ひとりの生

涯を通じた学習への支援や社会全体の教育力の向上、教育委員会の役割の明確化や社会

教育施設の活性化、司書・学芸員等の資質向上など、行政面での改善について示されま

した。 

平成30年(2018年)６月の「第３期教育振興基本計画」では、教育政策の目標として､
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「人生100年時代を見据えた生涯学習の推進」「人々の暮らしの向上と社会の持続的発

展のための学びの推進」及び「職業に必要な知識やスキルを生涯を通じて身に付けるた

めの社会人の学び直しの推進」が掲げられ、新たに「障がい者の生涯学習の推進」につ

いても明記されました。 

12月の中央教育審議会答申においては、地域における社会教育は個人の成長と地域社

会の発展の双方に重要な意義と役割を持つことや、「社会教育」を基盤とした人づく

り・つながりづくり・地域づくりの重要性が指摘されています。 

令和２年（2020年）９月には、第10期中央教育審議会生涯学習分科会における議論 

の整理がまとめられ、「社会包摂の実現」「人生100年時代と生涯学習・社会教育に必

要な資質・能力等の更新」「Society5.0に向けたこれからの生涯学習・社会教育」「地

域活性化の推進」「子供・若者の地域・社会への主体的な参画と多世代交流の推進」等

が生涯学習をめぐる現状課題として挙げられています。 

令和４年（2022年）８月の、第11期中央教育審議会生涯学習分科会における議論の 

整理では、社会が急速に変化を続ける予測困難な時代において、生涯学習・社会教育に

は、従来の役割のみならず、ウェルビーイングや社会的包摂の実現、デジタル社会への

対応、地域コミュニティの基盤づくりといった役割も求められています。こうした状況

を踏まえ、生涯学習・社会教育が果たしうる役割や今後の振興方策等について議論の整

理が行われました。 

 

 

 滋賀県では、平成26年（2014年）３月「第２期滋賀県教育振興基本計画」が策定さ

れ、「すべての人が共に育ち、社会を創る生涯学習を振興する」ことを基本目標に掲げ

られ、「社会的課題に対応した学習の推進」「生涯学習の場の充実」などの方向性が示

されました。 

平成28年（2016年）３月滋賀県の教育大綱（第２期滋賀県教育振興基本計画）の柱

の１つ「すべての人が共に育ち、社会を創る生涯学習を振興する」の考え方を踏まえ策

定され、「市民性の育成」「地域創生」「次世代への継承」という３つの視点や、「社

会の力で市民性を育み、活力ある地域を創生」という基本目標が掲げられています。 

さらに、令和元年（2019年）度から令和５年（2023年）度までの5年間における県

の教育政策の基本的な方針、基本目標、政策の柱と主な取組、数値目標等を示した「滋

賀の教育大綱(第3期滋賀県教育振興基本計画)」が策定されました。 

本大綱では、子どもたちに学ぶことの楽しさを知ってもらうためにも、「滋賀ならで

はの学び」を大切にしながら、「夢と生きる力」を育む教育を目指しています。 

また、人生100年を見据え、誰もが生涯楽しく学び続け、その学びや経験を社会に活

かす手法の一つとして「読書」に焦点を当てた取組みを進められています。 

これらの点に力を入れながら、基本目標を引き続き「未来を拓く心豊かでたくましい

人づくり」とし、サブテーマを「人生100年を見据えた『共に生きる』滋賀の教育」と

して施策の総合的な推進が図られています。 
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１ 人口動態 
 

 

 

(1) 人口推計 

 

第２次野洲市総合計画にかかる基礎調査によると、2060年には 44,556人、高齢化率 

31.6％となる見込みです。 

将来的に人口減少、少子高齢化が進行すると、消費の縮小、税収の減少といった課題が発生

する懸念があります。 

これらのことから、「野洲で子育てしたい」と思えるまちづくり、及び出産を促進するために求め

られる施策展開を積極的に図ることにより、合計特殊出生率 1.80以上を実現すること、ならび

に本市の雇用拡大施策と本市および近隣都市の従業者を対象とした定住施策を積極的に図る

ことにより、社会増減の減少傾向への転換を防ぐことを目指す必要があります。 

 

 

 

 
 

（出典：野洲市「第２次野洲市総合計画にかかる基礎調査」） 

 
 

第３章 本市の現状と課題 
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① 人口ピラミッド 

 

人口を5歳階級別にみると、平成27年（2015年）では、男女とも第一次ベビーブームを含む

世代（60〜64歳・65〜79歳）、第二次ベビーブームを含む世代（35〜39歳・40〜44歳）が大

きく膨らんでいます。 

令和 27年（2045年）の推計を見ると、全体的に極端な窪みはみられなくなりますが、第二

次ベビーブーム世代の膨らみが残るとともに、90歳以上の女性の割合が高くなることが予想さ

れます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 
(出典：RESAS（地域経済分析システム）) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



9 

 

② 地域別人口 

 

学区別に人口を見ると、野洲学区が一番人口が多く、約25％を占めています。その次に、中主

学区、北野学区が多く、約20％ずつを占めています。一番少ない篠原学区が総人口に占める割

合は約7％となっています。 

 
 

 

 

（出典：野洲市住民基本台帳（令和4年3月31日)） 

 

 

 

③ 学区別人口比率 

 

    

（出典：野洲市住民基本台帳（令和4年3月31日)） 

 

 

26.6% 8.7% 14.7% 6.7% 21.2% 22.0%

野洲学区 三上学区 祇王学区 篠原学区 北野学区 中主学区

13.7%

9.8%

14.8%

11.9%

15.8%

13.7%

64.9%

47.9%

60.4%

52.7%

61.4%

56.6%

21.3%

42.3%

24.8%

35.4%

22.7%

29.7%

野洲学区

三上学区

祇王学区

篠原学区

北野学区

中主学区

学区別人口比率

年少人口(15歳未満) 生産年齢人口(15歳～65歳未満) 老年人口(65歳以上)
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２ 市民活動団体数 
 

 

 

市内を拠点として活動している市民活動団体の登録数は、令和元年（2019年）度に実

施した市民活動団体データブックの更新（現況調査）を機に減少し、 令和２年（2020）

度には新型コロナウィルス感染症拡大の影響を受け市民活動団体も自粛を余儀なくされ、

団体数の増加も見込めませんでしたが、その後コロナ禍も収まり令和４年（2022年）度

には前年比７％増加し２２０団体となりました。 

 市では地域活性化や地域課題の解決のため、市民一人ひとりが主体的に地域づくりやま

ちづくりに参加し、市民活動団体との協働による『活力のあるまちづくり』を目指すため、

令和５年４月に野洲図書館内に【市民協働室】を開設し、市民活動団体の支援の拠点は元

より、土・日曜日も開館していることから自治会や行政との連携、各種相談窓口など広く

利用していただいています。 

 今後は、市民活動団体登録の仕組みを見直し、個々の状況に応じたアドバイスなどきめ

細かな支援に対応し、人材の発掘や育成、市民活動団体相互のネットワークづくりなどを

行うとともに、市民活動団体の活性化と市民と市民活動団体と行政が連携し、協働による

まちづくりの推進が期待されています。 
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３ 社会教育施設等の状況 
 

 

 

① 野洲市文化ホールの利用状況 

野洲市文化ホールの年間利用人数は、新型コロナウイルス感染症の影響による休館等によ

り、令和2年（2020年）度に大幅に減少しました。令和3年（2021年）度以降は徐々に増加傾

向にありますが、新型コロナウイルス感染症前の利用人数と比較すると、約半数程度の状況で

す。 

 

            野洲市文化ホール利用者数 

     

 

② 歴史民俗博物館の利用状況 

歴史民俗博物館の年間利用人数は、新型コロナウイルス感染症の影響による休館等により、

令和2年（2020年）度に大幅に減少しました。令和3年（2021年）度以降は徐々に増加傾向に

あります。また、弥生の森体験工房では、令和2年（2020年）度の利用人数は減少したものの、

令和3年（2021年）度からは新型コロナウイルス感染症前の人数に戻っています。 

 

歴史民俗博物館利用者数 
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弥生の森体験工房利用者数 

     

 

③ 図書館貸出人数 

本市の図書館利用者数（貸出人数）は108,614人（令和4年）で、人口1人あたり2.15人、1

人あたり年間2.15回図書館で本を借りている計算になります。全国の図書館との比較では、令

和3年度の人口別の貸出統計で全国の５万人～６万人の人口の自治体数81の中で２番でし

た。 

 

図書館利用者数(貸出人数) 
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④ スポーツ施設利用者 

スポーツ施設の年間利用人数は、新型コロナウイルス感染症の影響による休館等により、令和

2年（2020年）度に大幅に減少しました。令和3年（2021年）度以降は徐々に増加傾向にあり

ます。 

 

スポーツ施設利用者数 

     

    ※野洲市総合体育館、中主 B&G海洋センター体育館、中主 B&G海洋センタープール、 

         中主 B&G海洋センター艇庫、市民グラウンド、なかよし交流館 
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４ 学力・学習状況調査結果による現状の整理 
 

 

 

（１） 学力・学習状況調査による検証 
 

児童生徒の学力や学習状況を把握・分析し、教育施策の改善等に役立てることを目的とした

本調査から、生涯学習では特に地域とのかかわりを重視しています。 

 
 

① 地域の大人に、授業や放課後などで勉強やスポーツを教えてもらったり、一緒に遊んでもら

ったりすることはありますか。 （豊かな基礎体験） 
 

【小学校】 

  当てはまる 
どちらかと言え

ば当てはまる 

どちらかと言えば

当てはまらない 
当てはまらない その他 

野洲 10.8 18.7 33.6 36.9 0 

滋賀 15.3 16.3 29 39.3 0 

全国 15.1 15.5 27.7 41.6 0 

 

【中学校】 

  当てはまる 
どちらかと言え

ば当てはまる 

どちらかと言えば

当てはまらない 
当てはまらない その他 

野洲 7.8 10.4 23.2 58.6 0 

滋賀 8.3 11.2 24.7 55.7 0 

全国 9.9 11.2 24.3 54.6 0 
 

 

② 自然の中で遊ぶことや自然体験をすることがありますか。 （豊かな基礎体験） 
 

【小学校】 

  当てはまる 
どちらかと言え

ば当てはまる 

どちらかと言えば

当てはまらない 
当てはまらない その他 

野洲 24.7 41.5 26.3 7.5 0 

滋賀 26.5 39.1 26.5 7.8 0 

全国 28.1 37 26.6 8.3 0 

 

【中学校】 

  当てはまる 
どちらかと言え

ば当てはまる 

どちらかと言えば

当てはまらない 
当てはまらない その他 

野洲 15.4 38.1 32.8 13.6 0 

滋賀 18.7 32.9 33.9 14.5 0 

全国 21.3 33.7 31.6 13.4 0 
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③ 今住んでる地域の行事に参加していますか。 （社会参画力） 
 

【小学校】 

  当てはまる 
どちらかと言え

ば当てはまる 

どちらかと言えば

当てはまらない 
当てはまらない その他 

野洲 36.7 39.6 11.6 12 0 

滋賀 31.5 32.1 19.7 16.6 0 

全国 23.4 29.3 23.6 23.6 0 

 

【中学校】 

  当てはまる 
どちらかと言え

ば当てはまる 

どちらかと言えば

当てはまらない 
当てはまらない その他 

野洲 18.2 32.6 26 23.2 0 

滋賀 18.8 30.3 24.1 26.7 0 

全国 14.3 25.7 26.9 33.1 0 

 

 

 

④ 地域や社会をよくするために何をすべきかを考えることがありますか。 （社会参画力） 
 

【小学校】 

  当てはまる 
どちらかと言え

ば当てはまる 

どちらかと言えば

当てはまらない 
当てはまらない その他 

野洲 14.3 39.4 29.7 16.4 0 

滋賀 16.4 34.9 31.8 16.7 0 

全国 17.6 33.7 31.2 17.4 0 

 

【中学校】 

  当てはまる 
どちらかと言え

ば当てはまる 

どちらかと言えば

当てはまらない 
当てはまらない その他 

野洲 7.6 26 37.1 29.3 0 

滋賀 9.9 28.6 37.4 23.9 0 

全国 11.1 29.6 36.5 22.6 0 

 

 

《分析》 

野洲市の児童・生徒の傾向としては、小学校は、社会参画力（人と協力しながら、社

会のルールを守り、よりよい社会を築き上げる力）が高いことがわかります。中学校で

は、社会参画力、豊かな基礎体験（学校や家庭・地域で、自然･人間･文化との関わりに

おいて主体的に行った体験）は平均的です。今後も多様な背景や考えを持つ人々と豊か

な人間関係を築き、地域社会の中で協働作業を進めることが重要です。それには、地

域・家庭の役割が大きくかかわってきます。今後は更にコミュニティ・スクール（学校
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運営協議会）を推進し、課題を捉えて教育課程に地域との教育活動を取り入れ、地域学

校協働活動で生徒との関わり増やしながら、学びを深めていくことが重要です。 

 

 

 

 

 
 

５ 前「計画」における生涯学習関連事業の取組と課題 
 

 

 

 

 前「計画」では、「生涯学習振興」で定める「～一人ひとりが大切にされ、おとなも

子どもも学びあうひとづくり・まちづくり～」を基本目標とした生涯学習を推進するた

め、4つの施策方針を掲げ、それぞれの施策の方向に合わせて施策を設定し進めてきま

した。4つの施策の方向における主な取組と課題は次のとおりです。 

 

（1）市民の主体的な活動の展開 

 

【これまでの主な取組】 

市民が生涯学習を通じて自己を高め、健やかな心身を養い、潤いのある生きがいを感

じられる生活をめざして行くことが、まちの活力となります。一人でも多くの市民が学

習活動に参加し、学習を通じて市民同士がふれあい、互いの学習を支えあい、主体的に

学習と活動を行う場づくりのための情報の提供など、1６ 事業を実施しました。 
 

 

【前計画の振り返り】 
 

① 文化・芸術の振興と文化財の保存・活用では、文化・芸術を鑑賞する機会、また、歴史学習

の機会や展覧会の開催などの事業に取組み、文化を通じた活性化を図ってきました。しかし、

参加者が固定してきていることや、事業のマンネリ化で実施率は横ばいとなっています。今後も

市民の方々に興味を持ってもらえるようなテーマの設定が必要です。 

 

② スポーツの推進の充実では、年齢や性別、障がいなどを問わず、市民が関心、適性に応じて

スポーツに参加できる環境整備を行ってきました。一方で、運動・スポーツの実施率は横ばい

の傾向にあり、その理由に「時間に余裕がない」、「機会がない」などの理由が挙げられます。

今後は、市スポーツ協会やスポーツ推進委員と連携を一層密にしながら、スポーツを始めるき

っかけづくりの場や誰でも気軽にスポーツを楽しめるような取組みが必要です。 
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 取組状況・成果 課 題 

〇市民の必要とする多様で新鮮な資料の収集を行

い、その他地域資料や長期的な視点で必要な資

料にも目を配り蔵書の構築を行いました。要望

のあった資料を提供する「予約・リクエスト」

についても継続して実施しました。（図書館） 
 

 
図書館バックヤード見学 

 

〇資料整備と提供の基本事業の他、おはなし会や

図書館利用の促進や PRとなるような企画事業

を実施しました。また、園や学童保育への団体

貸出事業の継続や園へ読み聞かせ用絵本セット

の配本を実施、園向けの団体貸出用のセットの

種類や内容を拡充しました。（図書館） 
 
 

〇学級文庫用図書セット「としょかん BOX」巡

回（小学校 R4.2開始、中学校 R4.4月開始） 

小学校でのブックトークやおはなし会を職員を

派遣して実施しました。調べ学習への対応、図

書館見学、職場体験、職業インタビューなどを

実施しました。（図書館） 
 

〇桜生史跡公園甲山・円山古墳の石室特別公開、

永原御殿跡の発掘調査現地説明会やフォーラム

などを開催しました。また、博物館での様々な

展覧会や講演会、生涯学習出前講座等により、

身近な歴史学習の機会を提供しました。（文化

財保護課） 
 

〇竪穴住居や高床倉庫をはじめ、弥生時代のムラ

を再現した弥生の森歴史公園では、まが玉づく

りや土器づくりなどの体験学習を通年で開催

し、当時の生活や文化を学ぶ機会を提供しまし

た。（歴史民俗博物館） 
 

 

 

●新鮮で多様な資料の収集には、継続的

に安定的に資料費を確保する必要があり

ます。 

 
 

 
野洲図書館 館内 

         

  

●交付金活用で児童書の定番の図書をあ

る程度買い替えできましたが、今後も

随時、更新は必要となるため資料費の

確保が必要です。 

園での読書環境の整備のためには、配

本セットの巡回だけでは限界がありま

す。 
 

●子どもの身近に本があり、子どもと本

をつなぐ人がいることが読書環境の整

備のためには必要であり、公共図書館

として実施可能な取組みには限界があ

ります。学校図書館の充実が課題です。 

 
 

●市民への情報発信を幅広く継続して行

い、関心を高めながら学習の機会を充

実していく必要があります。 

 
 

 

 

●竪穴住居や高床倉庫等の計画的な維持

修繕や園内の適正管理を行っていく必

要があります。 
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〇様々な人権課題に対する講演会や研修会を工夫

（動画配信、講演収録ＤＶＤ化等）して開催

し、市民の人権意識や差別をなくす行動を高

め、人権課題について理解を深める機会を提供

しました。（人権施策推進課） 
 

〇コロナ禍においても、各年齢層を対象に総合体

育館では７教室・B&G海洋センターでは４教

室の施設特性を活かした各種スポーツ教室を開

催しました。（総合体育館） 

 

 

〇感染症対策を徹底しつつ、ニュースポーツバイ

キングを開催し、スポーツに親しむ機会を継続

的に提供しました。また、大自然の中で運動す

る機会を提供するためにストックウォーキング

を開催してきました。（文化スポーツ振興課） 
 

〇各学校と連携し、学校施設の開放を行い、地域

住民の健康維持・スポーツによる交流の場を提

供しました。（文化スポーツ振興課） 
 

〇継続的に文化芸術祭を開催し、市民に広く文

化・芸術に触れる機会を創出し続けました。 

（文化スポーツ振興課） 
 

〇事業者や団体と様々なジャンルの公演を共催で

実施し、市民に鑑賞の機会を提供しました。 

               （文化スポーツ振興課） 

 
 

〇北村季吟顕彰記念事業を継続的に開催し、俳諧

に深く携わった功績を讃えるとともに、顕彰事

業として広く俳句を募集することで、郷土の文

化振興を学ぶ機会を設けてきました。（文化ス

ポーツ振興課） 
 

 
高校生書道パフォーマンス（北村季吟顕彰記念） 

 

●新型コロナウイルスにより、啓発事業

の中止・延期・規模の縮小といった状況

が続いた影響で、コロナ収束後、参集型

の事業を再開しても、参加者が躊躇す

る可能性があります。 
 

●限られた施設キャパシティの中で各種

スポーツ教室は、一般利用（貸館）との

両立を図りながら各年齢層に向けスポ

ーツに親しむ機会と健康づくりの機会

を提供していく必要があります。 
 

●新型コロナウイルスの感染症法上の位

置づけが 5 類に変更されるに伴い、各

種スポーツ大会等を新たな視点と工夫

により老若男女の心身の健康維持や増

進に繋げるよう効果的に開催し、スポ

ーツに親しめる場を可能な限り創出す

る必要があります。 
 

 

 

●文化協会の加盟団体や会員数が減少傾

向にあり、芸術祭への出演団体も減っ

てきています。 
 

●今後も継続して鑑賞機会、学ぶ機会、文

化・芸術に関心を持つ機会を提供して

いくため、老朽化した施設・設備を改

修・更新する必要があります。 
 

●広く周知することに努めたものの、参

加者が固定してきており、事業がマン

ネリ化しています。 

 
 

 

 
北村季吟顕彰記念事業 

 



19 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〇文学の散歩道事業として、短歌、俳句、川柳、

冠句、情歌の作品を毎月募集し、投稿者交流会

（審査会）で優秀作品を決定。それら作品を公

共施設への掲示や、市ホームページに掲載する

ことで、文学に触れる機会を提供してきまし

た。（文化スポーツ振興課） 
 

〇子どもたちに文化・芸術に興味や関心を持って

もらえるよう家族そろって楽しめる公演を実施

しました。（文化ホール） 

 

 

〇子どもの放課後の安心・安全な時間と空間を保

障し、学校単独では難しいような体験活動を充

実する等の役割が求められます。こうした役割

について、地域とともに放課後や週末の安心・

安全な居場所づくりと体験活動の機会を提供す

ることができました。（生涯学習課） 
 

 
 

 

〇地域のコミュニティセンターを通じた生涯学習

機会の情報提供を行いました。また、地域の拠

点としての役割を果たし広く市民の活動の場の

提供に努めました。（生涯学習課） 

 

 

●広く周知することに努めたものの、参

加者が固定してきており、事業がマン

ネリ化しています。 

 

 
 

 

●文化・芸術に興味や関心を持つ機会の

創出にはより多くの芸術関係者の事業

者・団体との協働とその活動支援が必

要です。 
 

●地域子ども教室の開催は、地域の実情 

により、開催回数が異なるなど不均衡

が生じています。 

地域子ども教室は教育委員会とコミュ

ニティセンターが連携をとっています

が、有料の学童保育との連携について

やコミュニティ・スクールとの一体化

など今後のあり方の検討が必要です。 
 

●貸館等を通じた活動の場の提供を行っ

ていますが、利用者等が固定化してき

ています。世代や組織の枠を超えて交

流を深め、新たな活動が生まれる場所

として、地域コミュニティの活性化を

促進していく必要があります。 
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（2）学ぶことが活かされる仕組みづくり 

【これまでの主な取組】 

学びの成果を生活や仕事に活かすことで、自己実現・生活の質の向上や社会の向上に

つながります。学習の成果が活かされ他の人々や地域等で役立てることで、やりがいも

生まれ更なる学習の動機づけ、互いの学びあいやコミュニティの向上になります。 

学びの成果を広く周知することで、学習しようとする市民が「学びがい」を感じられ

るよう、その成果の発表の機会の充実を図るとともに、学びの成果や知識・技能を活か

し、地域等で発揮することのできる人材の育成を図るため、1２ 事業を実施しました。 

 

【前計画の振り返り】 

 

  前計画では各教育機関等との連携を図り、学びやすい環境を整え生涯学習の推進に努

めました。しかし、学習の成果を地域へ還元していく循環型社会の構築には至っておら

ず、さらなる努力が必要です。今後は、生涯学習によるまちづくり活動への支援に加え､

学びたい人と学びの成果を活かしたい人をコーディネートする体制づくりや、コーディ

ネーターの育成・活用を図るなど、学んだ成果を活かし、地域社会とつながる体制づく

りが必要です。 

 また、地域人材の育成に向けての取組みを進めていくには、地域の自然・社会環境や

住民の世代等、地域の実情を踏まえた取組みを考えていくことが大切です。同時に、個

人の価値観に基づく要望や、めまぐるしく変化する社会環境の変化に対応するための取

組みも必要です。 

 

取組状況・成果 課 題 

〇ボランティア団体等が講演、研修会、展示など

の活動の発表や活動の進展をする場と機会を提

供しました。令和 4年には、個人・団体の活動

成果を展示する場として、展示用ショーケース

（館内）の貸出を開始。当該団体の活動の充実

にとどまらず、市民向け事業の場合は社会的な

ひろがりにもつながっています。（図書館） 
 

〇図書館や学校で活動しているボランティア団体

へ、各種事業の案内を行いました。要望があっ

た学校図書館のボランティア団体を対象に、相

談やアドバイスなどを行いました。（図書館） 
 

 
 

 
 

 

●場の提供としての貸館だけでなく、開

催事業の内容や方法等の相談にも図書

館が関わることができることを知らな

い人も多く PRの必要があります。 
 

 

 

 

●ボランティア団体の個別の要望にきめ

細かく応えられるように相談などのサ

ポートを行うが、環境整備の充実など

の相談だけでは解決できない課題があ

ります。 
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〇市民活動団体との連携・協力により、史跡や文

化財を案内し、歴史や文化の再発見や継承のた

めの取り組みを進めました。（文化財保護課） 

 
 

○桜生史跡公園をはじめ、古墳などの史跡を現地

案内し、社会科学習や歴史学習の内容を深めて

もらいました。弥生の森体験学習では、まが玉

づくりなど、体験型の歴史学習を提供しまし

た。（歴史民俗博物館） 
 

○じんけんセミナーの開催や人権教育研究大会の

開催をしました。（人権施策推進課） 
 

 

○スポーツ施設において、時間・曜日などから学習目

的等に応じたスポーツ教室を開催しています。 

                              （総合体育館） 

 
 

○ニュースポーツバイキングやストックウォーキングを、

希望が丘文化公園との共催により継続的に開催す

ることで、地域資源やノウハウを活かした事業を展

開しました。（文化スポーツ振興課） 
 

○教室事業で学んだ成果をさざなみ音楽教室演奏

会・野洲教室発表会等を開催し舞台発表を開催し

ました。（文化ホール） 
 

○文化芸術祭を継続的に開催することで、文化協会

加盟団体が日頃の成果を発揮できる場を提供しま

した。（文化スポーツ振興課） 

 

 

 
 

○毎年 6月に開催している軽音楽コンテストは県内 

高校生バンドの目標として広く認知されており、コロ

ナ禍の中でも事業を継続していくことで若年層の文 

化活動への参加を促進しました。（文化ホール） 
 

 

 

 

 
 

 

●コロナ禍で中止になった事業が復活し

つつあり、市民が学び、活かすことので

きる機会を拡充していく必要がありま

す。 
 

●コロナ禍でできなかった校外学習が復

活しつつあり、現地見学の機会を拡充。

あわせて、魅力ある体験メニューの提

供も必要です。 

 
 

●分科会やグループワーク形式で学ぶ人

権研修については、動画配信等の実施

が困難。 
 

●競技志向や継続性向上など新たな学習

活動には、各種スポーツ教室のみでな

く、一般利用（貸館）との両立が必要で

す。 
 

●新型コロナウイルスによる縮小や中止で

一旦途切れた各種スポーツ大会等の事

業を新たな視点と工夫により、安心、安

全に開催することが課題です。 
 

●活動や学習の意欲向上のためにも、学

習の機会の確保と成果発表の機会を継

続して提供することが必要です。 
 

●市民が主体的に取り組み、生活水準の向

上を視野に入れ、文化芸術に触れる機会

を提供し続ける必要があります。 

また、文化芸術の質を向上させるため、参

加者の固定化や事業のマンネリ化に対応

した工夫等が必要です。 
 

●若者への音楽の広がりや地域の演奏者

の育成には、より多くの音楽関係者の方々

の協力と協働が必要です。またそのきっか

けとなるような公演を開催することで発掘

につながると考えられます。 
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○学校では経験することが難しい体験活動や体験学

習など、地域住民の協力・支援により地域子ども教

室を実施することができました。（生涯学習課） 

 

 
 

 

○子どもの居場所づくり（子ども教室）などを通じて、

地域の未来を支える子どもの健全育成を支える人

材の発掘に努めています。（文化財保護課） 

 

 

 

 
 

発掘体験教室 

 
 

   

  図書館ボランティアの活動 

 

 

 

 

 

●地域子ども教室の開催は、地域の実情

により、開催回数が異なるなど不均衡が

生じています。 

また、地域の経験や知識をもった人材が

子ども教室にかかわってもらうためのき

っかけや繋がりが必要です。 
 

●人口減少や少子高齢化に加え、生活環

境や価値観の多様化等により、それぞれ

の組織単独では活動しにくくなってきて

います。 
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（3）学びを通じてつながる機会づくり 

【これまでの主な取組】 

学びやその成果を通して人・地域・世代間のつながる場を提供し、学びあうまちづく

りを進めました。特に、地域のコミュニティ・生涯学習の拠点施設であるコミュニティ

センターとの連携を緊密にして、生涯学習によるまちづくりに努めました。また、社会

教育関係団体との連携、社会教育委員の活動を通じてつながる場や機会づくりを進めま

した。 

地域での生涯学習活動を進めるため、リーダーとなる人材に各自治会から推薦いただ

いた「生涯学習推進員」を委嘱し、地域活動を支援しました。 

地域学校協働活動やコミュニティ・スクールの導入を進め、地域と学校の連携を図る

など、9 事業を実施しました。 

 

 

【前計画の振り返り】 

  

地域における連帯の意識の希薄化や自治会未加入世帯の増加等により、地域のコミュ

ニティー活動の停滞や担い手不足が問題となっています。地域のつながりを一層推進し

ていくためには、地域への関心を深め、愛郷心を育み、地域に住む一人ひとりの多様な

能力を活かし、協働していくことが重要です。 

今後は、生涯学習を通じた学習でつながった人達が交流することにより、世代を超え

たつながりが生まれ、共通した課題意識を持つことが期待されます。人と地域、世代間

の交流ができる場を提供し、地域の連帯感や郷土愛の醸成に努めていく必要がありま

す。 

 
 

取組状況・成果 課 題 

〇市内のふれあいサロン等で、おはなし会・出

張貸出の実施や図書館での集会事業のときに

必要な場合は関連の資料の特設コーナーを設

置しました。また、今後の図書館サービスの

検討のために意向調査を実施しました。 

                （図書館） 
 

〇図書館を住民の居場所としても利用してもらえる

ように環境を整えます。（図書館） 

 
 

 

 

●事業に対応するための職員体制が必要で

す。 

 

 

 

 
 

●開館して 21年を迎え、建物本体についても

設備についても老朽化のため不具合個所

が増えてきています。 
 

 

 



24 

 

 

〇永原御殿跡の発掘調査体験教室を、妓王まちづ

くり推進協議会との共催により実施しました。 

                          （文化財保護課） 
 

     
永原御殿跡発掘調査 現地説明会 

 

〇さまざまな人権課題（ＬＧＢＴＱ、子ども、部落問題､

ハンセン病問題、コロナ差別）をテーマとした「す 

てきなまちに」の編集、発行をしました。 

                        （人権施策推進課） 
 

〇各自治会の人権教育推進員への研修会やじんけ

んセミナーを開催し活動を支援することで、地域

に即した効果的な啓発を実施しました。 

                          （人権施策推進課） 
 

○総合体育館では７教室・B&G海洋センター

では、４教室の各種スポーツ教室の開催によ

り交流の機会を提供しました。 

また、年４回程度の新聞折込チラシの発行等

により各種スポーツ教室の周知や野洲市健康

スポーツセンターでは、事業者のホームペー

ジや SNSを利用し、スポーツ情報を発信し

ました。（総合体育館） 
 

○ニュースポーツバイキングや希望が丘文化公

園との共催によるストックウォーキングを継

続的に開催することで、市民や子どもたちの

学区を超えた交流が図れました。 

また、市スポーツ協会の主催で毎年、春秋に

各競技別大会を実施し、多数の参加者を得ま

した。（文化スポーツ振興課） 
 

○市と文化協会との実行委員会形式によって文

化芸術祭を開催しました。（文化スポーツ振

興課） 
 

 
 

 

●地域との協働、世代間交流がより図れるよ

うな学習機会を拡充させていく必要があり

ます。 
 

 
男女協働参画フォーラム 

 

●過去の市民意識調査結果から、啓発冊子

の閲読率や地区懇等での活用状況がまだ

まだ低い状況です。 
 

 

●コロナ禍において、地区別懇談会の実施状

況が２極化（中止、工夫して開催）し、全体

的にも開催率が低下しています。 
 

 

●スポーツ教室等が交流と集いの機会とな

るよう、効果的にまた広範囲に事業周知

が行えるよう継続的に情報発信していく

ことが必要です。 

 

 
 

 

 
 

●引き続き、ニュースポーツバイキング・

ストックウォーキング等の事業を継続し

て開催し、スポーツを通した交流の場を

提供する必要があります。 

 

 

 
 

●文化芸術祭においては、実行委員会マニ

ュアルの見直しが必要です。また、メン

バーへの周知徹底を図る必要がありま

す。 
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○「野洲コン」として定着している「滋賀県高

等学校軽音楽部クラブ対抗コンテスト」、地

元吹奏楽団との協働による「野洲ミュージッ

クフェスティバル」を継続して開催しまし

た。（文化ホール） 
 

○コミュニティ・スクールと学校応援団の一体

的推進が模索されつつあり、どんな力を子ど

もたちにつけたいのかを考えるようになって

いく兆しが見えました。（学校教育課・生涯学

習課） 

 

   
 

フラワーアレンジメント体験を通して多様性を学ぶ 

（生涯楽習カレッジ） 

 

●つながる機会の継続や創出のためにはよ

り多くの音楽関係者の方々との協働が必

要です。 

 

 
 

●地域教育協議会と学校教育の連携を深め

る必要があります。 

 

 

 
 

 
 

地域学校協働活動（魚のゆりかご水田） 
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１ 野洲市が目指す生涯学習の方向性 
 

 

 

 

 

― 基本理念と３つの基本方針 ― 

 

 

市民が生涯にわたって心豊かに生きていくためには、生涯をとおして自ら学びを広げ､

深めていくことが重要です。市民自らが自発的な課題意識をもち、主体的な学習活動や

スポーツ活動を通じて互いに認め合い、自己実現を図るとともに、地域社会への誇りを

持ちながら社会に貢献できる人材育成の仕組みの構築を目指し、生涯学習のまちづくり

を体系的に推進していきます。 

そのため、「誰もが学び・学んだ成果を活かせる生涯学習」を基本理念とし、「学

ぶ」「活かす」「ひろげる」の３つを基本方針と定めます。 

 

 

 

基 本 理 念 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第４章 計画の基本方針 

 

誰もが学び・学んだ成果を活かせる

生涯学習 
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２ 計画の体系 
 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

基本方針　１

基本方針　２

基本方針　３

誰

も

が

学

び

・

学

ん

だ

成

果

を

活

か

せ

る

生

涯

学

習

基

本

理

念

施策３ 地域人材の育成

施策２ 人生100年時代に応じた生涯学習環境の整備

施策１ 人をつなぐ生涯学習

ひろげる 施策２ 社会参加の機会の充実

施策３ 社会教育施設等の整備と充実

施策１ 科学技術の発展に応じた教育の編成

活かす

学ぶ 施策２ 自己の充実のための学習機会の提供

施策１ 生涯学習推進体制の整備
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  計画の体系は、生涯学習振興計画で示す基本理念を実現するために、市が行う施策

を事業と取組の関係で整理したものです。 

 

 【施策展開の基本方向】（三つの柱）のもとに、＜基本方針＞－＜施策＞－＜主な事業＞

－＜取組内容＞の階層で、社会情勢の変化や国・県の取組、市の他部局の事業等の関

連に視点を置き、体系的に整理しています。 

 

 

 

   
 

 

 

３つの視点は、それぞれが完全に独立したものとして捉えるものではなく、 

相互に密接に関係しあう側面があります。 
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３ 施策の体系 
 

 

 

 

基本方針１ 学ぶ 
      ～すべての市民が生涯にわたって学ぶことができるよう支援します～ 

     

                                      

(1) 生涯学習推進体制の整備 
 

市民が自ら適切な手段や方法を選択し、自発的・主体的に学習活動を行うことができ

る生涯学習社会の実現のためには、多様な方法で情報に接し、選択できる環境をつくる

ことが必要です。 

生涯学習情報の提供や、学習者のための相談体制の充実に努めます。 

また、より深く学びたい意欲に応えるために、大学等教育機関の専門分野の講座等の情報提

供に努めます。  

 
 

【主な事業】 

 

 

  

 

 

 

 
 

【取組内容】 

① 学習情報・機会の充実 
 

多様化する市民の生活スタイルにおいて、学ぶ時間の制約・学ぶ動機が様々ある中、市民が

活力と生きがいを感じられるような学習機会が必要です。 

個人の学習レベルや学習環境に応じた学習の場の提供に努めます。 

 

《事業名》 

・生涯学習講座（生涯楽習カレッジ、生涯学習出前講座） 

・市民協働事業（市民活動支援） 

 

 

 

① 学習情報・機会の充実 

② 社会教育関係団体の支援 

③ 人権教育・啓発の推進 

④ 歴史文化の適切な継承とまちづくりの活用  
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【取組内容】 

② 社会教育関係団体の支援 
 

文化・芸術やスポーツ活動等を推進するために、地域社会で活動する社会教育関係団体と

の連携・協働を図ります。 

 

《事業名》 

・社会教育関係団体への補助金交付による活動支援 

・社会教育関係団体の自立化に向けての指導、助言 

 

 

【取組内容】 

 ③ 人権教育・啓発の推進 
 

    市民等が人権問題について正しく理解し認識を深められるよう、人権啓発活動の充実に努

めます。また、性的少数者であることを理由に差別されることのないよう、広く市民、学校、企業

等へ性の多様性についての理解促進に努めます。 

 

《事業名》 

・男女共同参画フォーラムの開催 

・市民のつどいの開催 

・同和問題講演会の開催 

 

   

【取組内容】 

 ④ 歴史文化の適切な継承とまちづくりの活用 
 

    幅広い年齢層に向けて、地域の歴史・文化財への理解を深める公開、体験事業等の積極的

な活用の推進や情報発信によるまちづくりを図ります。 

 

《事業名》 

・史跡永原御殿跡の保存整備と公開活用 

・桜生史跡公園甲山・円山古墳の石室特別公開 

 

 

 

 

 

 

 

 



31 

 

 

(2) 自己の充実のための学習機会の提供 
 

文化・芸術・スポーツなどの学習活動は、生活を生き生きとし、自らの楽しみや生きがいとなる 

自己の充実のための活動です。音楽や美術など優れた文化や芸術に接する機会を提供すると 

ともに、市民が生涯にわたってライフステージや体力、目的に合わせて健康づくりに取り組むこと

ができるよう、健康の保持増進と心豊かな生活を送ることができるよう、地域のスポーツ活動に 

取り組む機会の提供に努めます。 

 
 

【主な事業】 

 

 
 

 

 
 

【取組内容】 

 ① 文化芸術・スポーツ活動の推進 
  

    市民の学習成果の発表や優れた芸術作品を鑑賞する機会を提供し、文化芸術の普 

及と発展を図るため、展覧会や文化芸術祭等を開催します。 

各種スポーツ大会の開催や指導者の育成等を行い、市民を中心に多くの人がスポー

ツに親しむ機会を提供します。 

 

《事業名》 

・美術展覧会 

・文化芸術祭 

・各種スポーツ教室 

・ニュースポーツバイキング（希望が丘文化公園と連携） 

・ストックウォーキング（希望が丘文化公園と連携） 

・マリンスポーツフェスティバル 

・春季・秋季スポーツ大会 

 

 

【取組内容】 

 ② 情報提供の体制整備 
 

市⺠が利⽤できる⽣涯学習関連施設や参加できるイベント、市内で活動するグループ・ 

サークル・ＮＰＯ等、関連情報の集約を図り、市⺠のニーズに応じて適切な情報提供が可能 

な体制の整備を行います。 
 

 

 

① 文化芸術・スポーツ活動の推進 

② 情報提供の体制整備 
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《事業名》 

・市民活動に係る促進及び市民活動団体支援事業 

 

 

(3) 社会教育施設等の整備と充実 
 

 市内には、図書館や歴史民俗博物館等の社会教育施設のほか、文化ホールや文化小劇場を

はじめとする各種文化施設、スポーツ施設があります。市民がいつでも快適に学べる場を確保 

するため、社会教育関連施設の適切な維持管理と機能の充実に努めます。 

 
 

【主な事業】 
 

 

 

  

 

 

 
 

【取組内容】 

 ① 市立図書館の利用促進 
  

    学びの拠点として、高度化、多様化する市民の学習ニーズに対応するため、新鮮で多様な

資料の収集・提供に努めるとともに、読書活動を推進し、関係機関と連携しながら、より質の 

高い図書館サービスの提供に努めます。 
 

 

《事業名》 

 ・図書館資料の充実 

  ・市民の学習や調査研究等の支援 

 ・館内おはなし会 

  ・図書館BOX 

 

 

【取組内容】 

  ② 文化施設の整備と充実 
  

    市民の文化・教養の向上を図り、市民が身近に舞台芸術を鑑賞する機会や文化芸術に触

れることができる場の提供に努めます。 

 

《事業名》 

    ・多種多様なジャンルの鑑賞型事業 

    ・文化･芸術等の教室の開催 

① 市立図書館の利用促進 

② 文化施設の整備と充実 

③ コミュニティセンターの活用 

④ 歴史民俗博物館の利用促進 
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【取組内容】 

  ③ コミュニティセンターの活用 
  

    市民活動も生涯学習も、地域の活性化や住みよい環境づくりをめざす視点を共有していま

す。市民活動の拠点としての機能を持つコミュニティセンターを活用しながら、市民活動と生涯

学習の連携を進めるため、必要に応じて生涯学習の場としての利用に努めます。 

 

《事業名》 

    ・交流と活動拠点の整備・充実 

 

 

【取組内容】 

  ④ 歴史民俗博物館の利用促進 
  

    博物館の目的である文化財の発見や保存、活用を通じて、その価値を普及させることによ

り、地域社会の発展に寄与するとともに、市民の多様な学習活動に対応できるよう、講座や教

室等の充実を図ります。 

 

《事業名》 

・展覧会やテーマ展、講演会・講座の開催 

    ・弥生の森体験学習 

   

  

 

 

 

対応するSDGｓ 
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基本方針２ 活かす 

       ～時代の変化に応じた学習能力を身につけ、地域で活かします～ 

 

 

(1) 科学技術の発展に応じた教育の編成 
 

Society5.0の実現に向けた生涯学習は、新しい学びの在り方が可能になるといわれていま

す。時間的・空間的な制約を受けない様々な学びを活用し「オンラインによる学び」と「対面によ

る学び」を組み合わせ、さらに豊かな学習機会の提供に努めます。 

 
 

【主な事業】 
 

 

 

 

 

 
 

【取組内容】 

  ① 対面とオンラインを組合せた講座 
  

    これまで実施してきた野洲市生涯楽習カレッジをはじめとする生涯学習講座などについて、

幅広い市民が参加しやすくなるよう、対面とオンラインを組合せた講座などを段階的に実施し

ていきます。 

 

《事業名》 

    ・生涯学習講座 

        

 

【取組内容】 

  ② グローバル化に対応するための学び 
  

    グローバル化の進展により、多様な国際交流が広がっています。国際社会に生きる日本人と

しての自覚や国際社会に参加できる能力と態度を育てるとともに、それぞれ異なる文化を相互

に理解・尊重し、国際感覚の醸成を図る国際理解の講座や学びの機会の提供に努めます。 

 

《事業名》 

    ・小中学校での英語（英語活動）授業の支援 

    ・国際協会との連携（国際理解講座） 

 
 

 

① 対面とオンラインを組合せた講座 

② グローバル化に対応するための学び 

③ 実践とICTを最適に組み合わせた学校教育 
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【取組内容】 

  ③ 実践とICTを最適に組み合わせた学校教育 
  

    急激に変化する時代の中で、学校教育においては、 一人ひとりの児童生徒が、自分のよさ 

や可能性を認識するとともに、あらゆる他者を価値のある存在として尊重し、多様な人々と協働

しながら様々な社会的変化を乗り越え、豊かな人生を切り拓き、持続可能な社会の創り手とな 

ることができるようにすることが求められています。この資質・能力を育むためには、ICTや先端

技術を効果的に活用し、学習指導要領を着実に実施することが必要です。 

 

《事業名》 

    ・高機能 ICTルームへの移行 

    ・GIGAスクール構想 

  

 
 

(2) 人生100年時代に応じた生涯学習環境の整備 
 

高齢者の人生の充実のためにも、社会の持続的な発展のためにも、学びを通じて一人

ひとりが、その能力を維持するとともに不断に高め続け、社会的な還元と活用を図るこ

とができる環境の整備を進めます。 

 
 

【主な事業】 
 

 

 

 

 

 
 

【取組内容】 

 ① リカレント教育の推進 
 

  社会人の学び直しについて、大学・企業等と連携・協働して、学習の必要性を啓発 

するとともに、地域の中で働きながら学べる環境の整備を図ります。 

 

《事業名》 

・大学連携事業（びわこ学院大学等） 

  ・企業・多機関との連携 

  ・子どもの職場体験（中学生社会体験チャレンジ事業） 

   

 

 

① リカレント教育の推進 

② 子ども・若者の地域・社会への主体的な参画と多世代交流の推進 

③ 学校教育・社会教育との連携・協働 
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【取組内容】 

② 子ども・若者の地域・社会への主体的な参画と多世代交流の推進 
 

子ども・若者が、市や地域の一員として、どのように社会や人生をよりよいものにしていくべ 

きかを自ら考え、答えが一つでなく、解決が容易でない課題に対し、多様な世代と協働し目的

に応じた課題解決を見つけ出していく資質と能力を育めるように努めます。 

 

《事業名》 

・キャリア教育の促進 

・サービスラーニング 

 

 

【取組内容】 

③ 学校教育・社会教育との連携・協働 
 

学校教育で学び得た地域の担い手が、その「学び」を活かし、様々な変化に積極的に向き 

合い、多様な人材と協働して課題解決していくことや、様々な情報を見極め新たな価値につな 

げていくこと、複雑な状況変化の中で目的を再構築することができるような新たな「学び」へと

発展させ、持続可能な社会づくりに参画する仕組みづくりを推進します。 

 

《事業名》 

・コミュニティ・スクール（学校運営協議会制度）と地域学校協働活動 

 

 

対応するSDGｓ 
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基本方針３ ひろげる 

       ～地域の教育力の向上や、互いに支えあう地域社会の形成をひろげます～ 

 

 

 (1) 人をつなぐ生涯学習 

 

地域のつながりの希薄化や家庭環境の変化が進むなど、子どもたちを取り巻く環境は大きく

変化しており、多様化・複雑化するニーズに対応することが困難となっています。 

こうした状況の中、子どもたちの社会教育をより充実させるためには、学校と家庭と地域が連

携し、子どもたちの体験的な学習の場を広げ、豊かな社会性をはぐくんでいくことが重要

です。 

 
 

【主な事業】 
 

 

 

 

 

 
 

【取組内容】 

 ① 学校・家庭・地域の連携 
 

    子どもたちの豊かな人間性や社会性等「生き抜く力」を育むため、学校、家庭、地域が連 

携・協働し、保護者支援の強化も含め、家庭・地域の教育力の向上に取り組みます。 

 

《事業名》 

・地域学校協働活動推進事業 

・おやこサポーター（家庭教育支援事業） 

・地域未来塾 

・ブックスタート事業 

 

 

【取組内容】 

 ② 青少年育成市民会議の運営 
 

   各校区の青少年育成会など関係機関・団体と連携し、青少年育成市民会議の一層の充実 

を図ります。 

 

 

① 学校・家庭・地域の連携 

② 青少年育成市民会議の運営 

③ 社会教育主事・社会教育士の活用 
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《事業名》 

・はつらつ野洲っ子育成事業（中学生広場・青少年育成フォーラム） 

・初発型非行防止活動（愛の声かけ運動・愛のパトロール） 

 

 

【取組内容】 

③  社会教育主事・社会教育士の活用 
 

学習の成果を活かし、多様な主体と連携・協働して、まちづくり等の社会の多様な分野に 

おける学習活動の支援を通じて、人づくりや地域づくりに携わる役割に努めます。 

 

《事業名》 

  ・地域活動団体への支援・育成 

  ・各種講習会や研究会の企画・助言 

  ・活動に参画する地域の人材の確保・育成 

 

 
 

(２) 社会参加の機会の充実 

 

少子高齢化により持続可能な社会を保障するには、全ての世代による支え合いが必要です。

義務教育を含め、 生涯を通じて多様な学習機会の提供を進め、若い世代を含む全世代が高 

齢社会を理解する力を養うことが求められます。 さらに、ボランティア活動やNPO活動等を通じ

た社会参加の機会は、生きがい、 健康維持、孤立防止等につながるなど、地域社会に貢献し、

世代間交流や相互扶助の意識を育てるものであり、こうした活動の推進や参画支援を図ります。 

 
 

【主な事業】 
 

 

 

 

 

 
 

【取組内容】 

 ① ボランティア活動の促進 
 

    様々な機会を捉えてボランティア活動を奨励し、ボランティア団体等とも連携しながら、積極

的にボランティアのできる人材を活用するとともに、ボランティア養成講座等の実施を図ること

により、多くのボランティアが地域で活躍することのできるまちづくりを推進します。 

 

① ボランティア活動の促進 

② 学んだことを活かす仕組みの構築 

③ 市民が互いに学びあう仕組みづくり 
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《事業名》 

・ボランティア連絡協議会との連携 

   ・地域の活動と地域の人とをつなげるコーディネーターの発掘と養成 

   ・地域活動についての情報交換できるサロン等の場の提供 

 
 

 

【取組内容】 

 ② 学んだことを活かす仕組みの構築 
 

    生涯学習活動や社会経験などにより習得された知識や技能が活かされる場の創出により、

学習者の社会参加意識が高まるとともに、多くの市民の学習活動の多様化に対応することが

可能です。これらの仕組みづくりを推進していきます。 

 

《事業名》 

  ・キャリアパスポート（様々な学習活動とともに職業経験・地域活動等の社会的活動を記

載）の作成と活用 

    ・学校、大学等と連携した地域参加活動の実施 

・放課後子ども教室 

・部活動の地域移行 

  

 

【取組内容】 

 ③ 市民が互いに学びあう仕組みづくり 
 

    生涯学習活動は、各社会教育施設をはじめ、各地域のコミュニティセンターなど様々な施設 

  で行われます。市民や自主グループ、サークル等の社会教育活動などの講師要請に応えるこ 

  とができる仕組みづくりに努めます。 

   

《事業名》 

・生涯学習講座等における市民講師の派遣 

・生涯楽習カレッジ実行委員会（市民主体の会議の開催） 

 

 
 

(３) 地域人材の育成と実践 

 

人口減少により地域住民の多様性が失われつつある地域も存在します。地域コミュニティを 

活性化し、次代へ引き継いでいくために、それぞれの地域の実情を踏まえ、社会教育を基盤とし

た人材育成の取組が、各地域で実践されることを推進します。 
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【主な事業】 
 

 

 

 

 

 
 

 

【取組内容】 

 ① 将来の地域を担う子どもたちの育成 
 

    活力ある地域の実現を図り、地域を持続可能なものにしていくためには、子どもや若者が 

その地域に住み続けることが必要であり、子どもや若者が地域から外へ出て行っても、また戻っ 

てきたいと考えるようになる取組が求められます。特に子どもの頃から「地域への愛着」を育んで 

いくための取組を推進します。 

 

《事業名》 

   ・コミュニティ・スクールと地域ネットワークの構築 

・地域子育て支援事業 

・文化芸術・伝統芸能の振興と継承 

 

 

【取組内容】 

 ② 地域活動でつながる地域住民 

 

    地域コミュニティを活性化し、持続させていくためには若者や現役世代など社会教育への 

参加が少ない年代層への働きかけが必要です。多様な市民の主体的な参加を促す視点が 

求められ、その参加につながるきっかけの第一歩として、子育てや子どもの教育に関すること 

や地域防災といったテーマなど、地域や個人の実情を踏まえた参加しやすい活動の取組に努 

めます。 

 

《事業名》 

・学校施設の活用と異世代の交流促進 

   ・子どもの居場所づくり事業 

   ・地域防災訓練 

 

 

 

 

 

 

① 将来の地域を担う子どもたちの育成 

② 地域活動でつながる地域住民 

③ 「新しい公共」を支える人材育成  
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【取組内容】 

 ③ 「新しい公共」を支える人材育成 
 

それぞれ独立した個人が力を合わせ、みずからの意思に基づいて社会の課題解決に取り 

組んでいく協働の考えは「新しい公共」と呼ばれます。個人の主体的な意思により、自分の能

力や時間を他人や地域、社会のために役立てようとする自発的な活動へ意識を高めることが

必要です。多様な主体によって幅広く担われる地域公共の特性を理解し、公共的課題に自ら

取組めるような人材の育成に努めます。 

 

《事業名》 

   ・地域の産学連携の推進 

   ・高校魅力化プロジェクト 

 

 

 

 

対応するSDGｓ 
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１  計画の評価の必要性 
 

 

施策や事業の取組みについては、振り返り評価を行うことにより、その事業の意義がより明 

確になり、事業の改善・他事業との連携などにつながります。 

 

 

２  社会教育委員による点検評価 
 

 

市は、学識経験者や社会教育関係団体代表者、市民からなる「社会教育委員会議」に、社会

教育関係事業等の施策進捗状況を報告します。それぞれからは、必要に応じ建議、意見具申等

を聴収し、本計画に掲げる施策や事業、また生涯学習関係事業施策に反映させます。 

 

 

３  進行管理 
 

 

生涯学習に関する事業については、当該事業の企画・立案から実施、評価にいたるまでを１つ

の流れとして意識しながら市が責任をもって進めていく必要があります。 

市は、各施策の実施状況やその実績を把握し、国や県の動向も踏まえながら、計画の進行管

理として分析・評価を行い、必要に応じ、計画の変更や事業の見直し等を行います。 

本計画について、「ＰＤＣＡ（Ｐｌａｎ：計画、Ｄｏ：実行、Ｃｈｅｃｋ：確認・評価、Ａｃｔｉｏｎ：改善）サイク

ル」の構築により、計画の評価・改善を行います。 

 

   

Check（評価）

各事業の進捗管理･評価、

目標の達成状況の評価

Plan（計画）

課題の明確化、事業立案、

目標・指標の設定

Do（実行）

各種団体等と連携・協力し、

施策・事業の実施

Action（改善）

評価結果に基づく事業の

見直し・改善、計画の修正

第５章 計画の評価 
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資料編 
 

 

資料―１ 

 
 

■市民活動 

 

  「市民活動」とは、『市民が自らの意志で主体的に行う公益性のある活動』です。 

  野洲市に暮らして、あるいは野洲市という地域に関わって野洲というまちを良くしていこうと、 

自分なりの活動分野を見つけながら、活動を通じて自己実現をしていくことです。 

  まちや社会の問題を解決しようとして行われる活動の多くは、これまで国や県、市などの役所

が行ってきたものを、それを市民が自分たちで行っていこうとする活動であり、【個人でできること

は個人（自助）で、個人でできないときは団体（共助）で、団体でできないことは行政とともに（公

助）】という協働のまちづくりの原則をみつめるとき、その原点は「市民活動」にあるのではないで

しょか。 

  みんなが「住んで良かったまち」「住んでみたいまち」「住み続けたいまち」と実感できる野洲

市の原動力が「市民活動」です。 

 

  

野洲市ホームページから市民活動団体のデータが検索できます。 

野洲市ホームページhttp://www.city.yasu.lg.jp/ 

  「トップページ」⇒「くらしの情報」⇒「市民活動のページ」⇒「市民活動お役立ち情報」 

 

 

活動分野 

団体の活動分野は、「主な活動分野」ごとに以下のように整理されています。 

 

活動分野 

福祉 子ども・青少年の健全育成 

保健・医療 人権擁護・平和推進 

教育・生涯学習 国際協力・国際交流 

文化・芸術 男女共同参画社会の形成 

スポーツ 災害防止・災害救援 

環境 消費者問題 

防犯・地域安全 市民活動支援 

まちづくり その他 

 

 

 

http://www.city.yasu.lg.jp/
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資料―２ 
 

 

  策定の経緯 
 

開催日 会議名等 主な内容  

令和５年６月２３日 
令和5年度 

第１回社会教育委員会議 

・これまでの取組の検証について 

・新計画の策定方針について 

令和５年８月３１日 
令和5年度 

第２回社会教育委員会議 

・計画の基本方針について 

・計画体系について 

・施策内容の検討について 

令和５年10月24日 
令和5年度 

第３回社会教育委員会議 

 

・計画素案について 

 

令和6年1月 日 
令和5年度 

第４回社会教育委員会議 

 

・計画素案及びパブリックコメント

の実施について 

 
 

令和6年1月17日 

 

第3期野洲市生涯学習振興計画（素案）について、教育委員会 

議に報告 

令和６年１月29日 
第３期野洲市生涯学習振興計画（素案）について、パブリックコメ

ントの実施（令和６年２月16日（金）まで） 

令和６年２月 日 
令和5年度 

第５回社会教育委員会議 

 

・パブリックコメント意見結果につ

いて 

・計画案について 

 

令和６年２月21日 
令和６年 

第２回教育委員会定例会 

 

・第３期野洲市生涯学習振興計画

の策定について 

 

令和６年3月 

 

議会報告（計画策定）        

 

 
 

 

 

 



45 

 

 

資料―３ 

 

 

野洲市社会教育委員名簿 

                                                                  （敬称略） 

区  分 氏  名 役 職 名 

１号委員 

（学校教育の関係者） 

中出 雅仁 北野小学校長 

光永  智 野洲中学校長 

２号委員 

（社会教育の関係者） 

○  駒井 朔男 社会教育関係者 

福森 恵子 社会教育関係者 

木村 恵理 社会福祉協議会 

鷲田 新介 社会教育関係者 

３号委員 
（家庭教育の向上に資する活動を行う者） 

西川 典子 社会教育関係者 

４号委員 

（学識経験者） 

◎  髙木 和久 元 文部科学省 CSマイスター 

小澤 郁乃  元 野洲市教育委員 

◎：委員長、〇：副委員長 
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